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論 文

読書行為の 次元 ：成人 を対象 と した
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　本 研 究 は読 書 の 行 為 に焦 点 を 当 て 「読 書 と は い か な る 行 為 で あ る の か 」 を明 ら か に す る

こ と を H的 と して い る 。 既存 の 読書研究 は，読書 の 対象 や ，児童 や 生 徒 に 対す る読書指導

と い っ た 側 面 に 焦点 を当 て る もの が 多 か っ た。こ れ に対 して 本研究 は ，個人の 行 う読書 は

様 々 な次元 か ら な る 行為で あ る と考 え，成人 を 対象と して 読書 の 次元 を 明 らか に し よ うと

試み た。

　20代か ら 40代 の 計29 名を対象に フ ォ ーカ ス ・グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ
ーを 5 回実施 し．

発言 を分析 した結果，読書 と は．対象 （何 を読 む の か ） に加 え て ，志向 （な ぜ ・
何 の た め

に 読 む の か ），行動 （ど の よ うに 読む の か ），作用 （読 ん だ結 果 何 を得 る の か 〉，場 所 （ど

こで 読 む の か）の 五 つ の 次元か ら成 る行為で あ る こ とが 明 ら か に な っ た 。 特 に 対象 は，物

理的媒体，ジ ャ ン ル ，内容評価 と い っ た 観点 か らみ ら れ る 可 能性 が 示唆 さ れ た。
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1．読書 に つ い ての 先行研究の 整理 と本研 究の

　 課題

1．1 最近の研究論文の 傾向

　近年，国や 学校 にお い て 読書活動 を推進する施

策や 活動が 盛 ん に行 わ れ て い る 。 2001 年の 「子

ど もの 読 書活動 の 推進 に関 す る 法律」 の 施 行，

2005 年 の 「文 字 ・ 活字 文化振 興 法 」 の 成立 ，

2008年 6 月に な され た 2010年を国民読 書年 と定

め た 衆参両議 院の 「国民読書年に関 する決議」と ，

読書や 読む こ と に 関する立法が続い て い る 。 1988

年 に 千葉 県の 船橋学園女子 高等学校 （現 ・東葉高

等学校）か ら始 ま っ た 「朝の 読書」運動 は
， 平成

20 年 （2008年）末 時点で ，25，000校以 上 で 実施

され
1〕
，こ れは 学校教育 に お ける 読書 奨励 に 対す

る関心の 高 さの
一

例 と言 える 。

　こ う した 読 書推進 を 目的 とし た 施策や活動 が活

発 に な る以前 か ら， 日本 国内に は読書 に関する 文

献 は数多 く存在 して い る 。 出 冂
一雄 は ，昭和 20

年代 か ら 40 年代 まで の 読書 関連書 の 解題書誌 を

編纂 して お り，読書 に 関連する文献は こ の 期間だ

けで も 450点 に達 して い る
z：1

。 こ の 量 は ，国内に

お ける読書 に対 する関心 ，特に読書 に対す る啓蒙

意欲 の 強 さを反映 して い る と と もに ，読書 は論 じ

や す い テ
ー

マ と考 え られ て い る こ と も示 し て い

る 。

　読書 に 関す る最近の 研究論文 の 傾向を示すため

に，国 内の 読書 を扱 っ た研 究論文 を調査 した 。 ま

ず ， 国立 国会図書館 『雑誌記事索引』の 「論題名」

に 「読書」を含む もの を検 索 した とこ ろ ，出版年

1998年 か ら 2007 年の 10 年間で 3，928 件 の 記事が

得 られ た 。
こ こ か ら，読書 の 啓蒙記事，解説記事，

書評や 読書 ガ イ ド，随筆な どを 除き ， 調査 ， 研究

論文 の み を選 択 した結果，223論 文 とな っ た。

　年別の 論文数 を調査 した結果 ， 読書 を扱 う論文

は ，年間 20 か ら 30 論文程度 に過 ぎず，また ，増

加傾向がみ られる わ けで は ない 。

　国立 国会図書館 『雑誌記事索 引』で は，掲載雑

誌 の 国 立 国会図 書館分 類 記号 に よ る 検索 が で き

る 。 先 に 選択 した 223 論文 を，掲 載雑誌の 分類記

号 で分類 した結果 を第 1表に示 した とこ ろ ， 教育

分 野 の 雑誌 に 掲載 さ れ た 論文 が
，

全 体 の 3分 の 1

と多数 を占め た 。

さら に
， 読書 を中心に おい た観 点か ら分類 を試み

た。和 田敦彦は，読書 ある い は読書論を問 い 直す

とい う視点か ら文学研究，歴史，心理 学，教育 と

い っ た広 い 範囲の読書関連文献 を展望 し て い る
3｝

。

こ れを念頭にお き，第 2表 の よ うに ，各論文 を読

書特有 の 観点か ら分類 した 。

　「教 育 と発達 過程」 に は幼児 や生徒 を対 象 とし

た 読書 の 調査研究 ， 学校など に お ける 読書指導に

関わ る 文献が 含ま れ て い る 。 2008年 に 国立 国会

図書館 関西館図 書館協力課 が公 表 した 『子 ど もの

情報行動 に 関す る 調査研究』 の 中の 「子 ど もの 読

書 に関す る教育学的研 究」の 文献展 望で は以
．
ドの

ように述 べ られ て い る 。

　　学校教育 の 側面 か ら見 た場合，「読書」そ の

　　 もの を対象 に お こ な われ て い る研究 は．学校

　　図書館を フ ィ
ー

ル ドと して 扱わ れ た もの や 認

　　知 心理 学的ア プ ロ ー
チ の もの が 大半 で ある 。

第 1表　掲載雑誌 に よ る論文 の 分 類

国立 国会図書館分類表

ZF 　 教育

ZU 　書誌 ・図 書 館 ・一般 年鑑

ZV 　
一
般学術 誌

ZD 　経済

ZE 　 社会 ・労働

ZA 　 政治
・
法律

・
行政

ZN 　 工 学

ZG 　歴 史
・地 理

「

ZM 　科学技術

ZK 　芸術

　 　　 　 　 　計

論文数

　 　 80
　 　 49

　 　 38

　 　 20
　 　 12

　 　 9
　 　 5

　 　 4
　 　 4
　 　 2

　 223

比 率

359 ％

22．0％

17．0％
9．0％

5．4％

40 ％

2，2％

1，8％

L8％

o．9％

　 　第 2表　論文 の 分類

分類　　　　　 論文数、　　 比率

教育 と発達過程

歴 史

文学研究

障害者支援

大学 生

技 術

読書
一

般

眼球運動視点移動

そ の 他

009874159743111131．4％
179％
17．5％
8ユ％

7．6％

6．3％
4．9％
2．2％
4．0％

計 223
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　　学校教育の カ リキ ュ ラ ム に深 く関連す る もの

　　は，主 に国語科教育 との 関連が深 い
4）

。

　今回 ，集め た 文献で は
， 学校 図書館 を フ ィ

ー
ル

ドとす る もの はわずか しか な く，幼児や低学年の

児童で は ， 読書 と発達 と の 関連 をみ た 研究 と
， 高

校生 で は読書の 実態 に 関す る調査 が多か っ た 。 ま

た ，確か に国語 科教 育 に関 連 す る 文献 もみ ら れ

た 。

　学校教育や読書指導 と は 別 に，比較 的調査 しや

す い 大学生 を対象 と した調査結果が ある 。 こ れ ら

は
， 大学生 の 読書実態 を調査 した報告で あ る 。

　歴 史や文学研 究 の 分野 で 読書 を取 り上 げた 研究

が
一

定数あ っ た 。 特定の 時代 にお け る読者，出版 ，

書籍 な どを扱 っ た読書史 や書物史の 研究が活発 に

行 われ て い る 。 た とえば ，青木美智男 は ，江戸時

代 の 女性 の 読書 の 状況 を明 らかに し
゜’1
，小池淳

一

は，近世の 北奥羽 に お い て ，読書や写本ば か りか ，

書物 の 所有，贈答 も宗教 現象の
一

環 と し て 捉え ら

れ る と指摘 して い る
6）

。 読書史 に お い て は ，読書

の 行為が扱わ れ，読書 に対 する考え方が 言及 され

る場合 もある が ， 直接 に現代 の 読書が 取 り上 げ ら

れ る こ とは な い 。また ，文学研究 に お い て は ，作

家 の読書傾向や読書 に対する態度 を論 じた 文献が

多数あるが ， こ の 場合 の 主題 は作家で あ っ て ，読

書で は ない 。

　読書の 技術 的手段 の 改善提案を した り，実験 を

して い る文献 を 「技術」 として まとめ たが ， 視覚

障害者な ど読書 困難者 に 対する読書支援 装 置 の 開

発な どの 報告は か な り多 く，こ れ を別 に した 。 ま

た
， 読書時の 眼球運動や 視線移動を調 べ た

一
群の

研究論文が み られた 。表中の 「そ の 他」には，読

書会，高齢者の 読書 ， 読書療法の 文献が 含まれ て

い る 。

　以上 の
， 教育 と発達過程 ， 歴 史 ， 文学 ， 技術 開

発 と い っ た領域 にお ける読書の 調査研 究は，読書

史 と文学研究 の 一一部 を除けば
， 読書の 行為 自体 を

取 り上 げる試み は ほ とん どみ られ な い と言 え よ

う。

1．2　読書行為の 多様性

　 国内の 読書 の 状 況 と経 年変化 を表 す調査 と し

て ，毎 日新 聞社の 「読書世論調査」が よ く知られ

て い る
。

こ の 調査 は
，

1947 年に 第 1回 調 査が 行
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われ ，現在 ま で 毎年実施 され て きた。本調査 にお

い て示さ れ る 「総合読書率」は
， 「あなた は

， 書

籍や 週刊誌 ， 月刊誌 を読 み ますか」とい う質問 に ，

書籍と雑誌の い ずれ か を 厂読む」 と回答 した人 々

の 割合で ある
7）

。 毎年 こ の 「読書世論調査 」の 結

果が公 表 され る と，「読書率」の 変化が 喧伝され，

それ が低下 すれ ば社会問題 と して 取 り上 げられ て

きた 。 しか しなが ら毎 日新聞社 の 「読書世論調査」

が扱 う読書 は ，書籍，あ る い は 雑誌 と い っ た 媒体

を読む とい う単純化 された行為で あ り， 読書 に 関

わ る そ の 他 の 要素は 切 り捨 て られ て い る 。また ，

読書対象 とい う面で も ， 書籍 と雑誌 に 限定 さ れ た

範囲 に留ま っ て い る。

　 「読書 率」 の 低 ドが社会 問題 と される 風潮 や ，

読書推進運動 へ の 関心 の 高 ま りに代表 され る よ う

に，近年 の 読書 に関す る 調査研究 は，読書 の 人格

形成 的な側面，ある い は読書 の 対象 とな る書籍の

もつ 啓蒙的 な側 面 に注 目す る こ とが 多い 。こ の よ

うな側面 は 人 間の 発達期 に 関 わ る部 分が 多い た

め，前述 の よ うに結果 的に調 査対象が子 供 の 読書

行動 や幼少期 の 読書 ， すなわ ち発達過程 に 限定 さ

れ る とい う傾向が み られ る
8〕
。

　人々 の 読書行為 の 実際は
，

こ う した読書の 対象

や ，読書の もつ 人格形成 的な側面だ けか ら捉 え ら

れ る もの で はな い 。 読書 は よ り多 くの 次元に よ っ

て構 成 され る と い うこ とが ，さま ざまな論者や 文

献に よ っ て 示唆 され て い る 。 た とえば ， 吉本隆明

は
， 自身の 読書 に まつ わる エ ッ セ イ と対談 とを ま

とめ た 『読書 の 方法 』を，「読書原論」，「読書体

験論」， 「読書対象論」 の 3 つ の 観点 か ら整理 して

い る
9〕
。読書 原論 とは ，何 に 向か っ て 読 むの か ，

読書体験論 は
，

どう読 ん で きた の か ，読書対象論

は，何 を読 んだ か，何 を読む か
，

をそれ ぞ れ示 し

て い る 。 た とえ ば世論調 査は 読書対象論 に含まれ

るで あ ろ う。

　他 に もこ の 三 つ の 分類 だ けで は くくる こ とが で

きな い ，読書の 重要 な側 面 が 示 され て い る 。 た と

えば ，長田 弘は
“

本 を読 む ときに 自分で 自分 に
一

番最初 に た ずね る こ とは，そ の 本 をい つ ど こ で 読

むか ，本を読む場所と時間で す
”10｝

と読書に お け

る 場 所 や 時 間 の 重 要 性 に 言 及 し た 。 ア ドラ
ー

（Adler，
　MortimerJ ．）と ド

ー
レ ン （Dorcn ，　charles

v．）は
“
「読 む 」 と い う行為に は ，い つ い か な る

N 工工
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場 合で も，ある租度 ，積極性が必 要で あ る。完全

に受身の 読書な どあ りえない
” 111

と読書 にお ける

読者の 態度 を重視 して い る 。 また，近年は ，読書

が 仕事術 や 知 的生 産術 と い う文脈 で 取 り上 げ られ

る こ と も多 い
。 そ こ で は多読や 速読 ， 飛ば し読み

が 推奨 され る こ と もあ り
12）

，こ れ ま で の 読書観

とは異 な る読書の 価値が提示 さ れ て い る 。

　 こ の よ うに読書 とい う行為 は，単純に読書 の 対

象や 人格形成的側面か らだ けで は網羅で きない 多

様性 を含ん だ行為で あ る こ とが 示 され て い る 。 読

書 の もつ 多様 性を理解する こ とは ，読書そ の もの

を研究す る場合 に必要不 可欠 に な る だ ろ う。 しか

し，読書行為が 孕む多様性 の 体系的 な整理 は な さ

れ て い な い
。 読書 に お ける多様性 か ら読書行為 を

捉えなお す こ とは ，読書 とい う行為そ の もの に関

す る研究 を行 う際に
， 重要 な基盤 となる だ ろ う。

1．3　研究 の 目的

　本研究 の 目的は ，こ うした読書 の 多様性 に 着 目

した上 で
， 読書 とい う行為 を構 成す る 次元 と個 々

の次元 の 詳細 を明 らか に す る こ と に あ る 。 読書 と

は何か を明 らか に するため に は，読書とい う行為

が 人 々 に ど の よ うに捉 えら れ て い る の か を明 らか

にする こ とが欠か せ ない 。 本研 究で は読書行為 を

解明す るた め に
，

まず個 々 人が ど の ような場合 に

自分 の 行為 を読書 と判断 して い る の か，そ の 詳細

を明 らか に しよ うと試み た 。

　読書 を構成する次元 として は，既存研究が こ れ

ま で 着 目 し て き た 何 を読 む の か と い う読書対象の

他に も，様 々 な もの が考え られ る 。
こ れ ら の 次元

を一・つ つ 明 らか にす る こ とで
， 読書 とい う行為

をよ り多面 的に捉えよ うと した 。

　また 本研 究で は
， 成 人の 読書 に 焦点 をあて た 。

その 理 由を い くつ かあげる こ とが で きる 。

一
つ は，

既存 の 読書研究で は 児童 や生徒 を対象と し
， 読書

の教育的な側面 に着 目 した研究が多 くみ られる と

い う指摘 が あ り
13｝

，
こ こ で は

， まだ 十分 な研 究

が 行わ れ て い な い 成 人 の 読書 の 解明を中心 に お い

た。第二 に，以 下 で 述 べ る方法 を使用 す る 限 り，

成人 を対象 と しな けれ．ば
， 多様 な意見 を得 る こ と

が難 しい と考え られ た
。 第三 に，読書行為に つ い

て 年代 に よ る相違 を見 出す こ とが で きな い か と考

えた 。

　 さ らに，こ れ まで 焦 白：とな っ て きた読書対 象に

つ い て よ り広範 囲な視点か ら捉 えよ うと試 み た。

既存 の 読書研究 におい て は
， 読書対象は本や マ ン

ガ ，雑誌 と い っ た紙 の 媒体が 主 に取 り上 げ られ て

い るが ，こ こ で は こ う した メ デ ィ ア の 区分や媒体

等 を前提 とせ ず，読み 手が 「読む対象」 として 捉

えた もの を幅広 く拾 い 上 げた 。

2．研究方法

2．1 フ ォ
ーカス ・グル ープ ・イン タ ビ ュ

ーの 特

　　 徴 と利点

　読書 と い う行為 の 構成面 を明 ら か に す る た め

に ，成人男女の 「読書」 の 捉 え方 を探 る フ ォ
ー

カ

ス
・
グ ル

ープ ・イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 フ ォ

ー
カ

ス ・グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ
ーは

“
ある特定の トピ

ッ クに つ い て選 ばれた複数 の 個 人に よ っ て 行われ

る形式ば らない 議論の こ と
”14）

と定義 されて い る 。

あ る特定の トピ ッ ク に つ い て ，1司様な性質や経験

を持 つ 参加者 を集 め，参加者同士 に意見交換 して

も らう集 団討議 の 形式 を とる イ ン タ ビ ュ
ー

方法で

ある 。 フ ォ
ーカ ス ・グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーの 父

と呼ば れ る マ
ー

トン （Merton ，　Robert 　K ）は
，

フ オ

ーカ ス ・グ ル ープ ・イン タ ビ ュ
ーは，第

一
に，参

加者 の 具体 的な経験 （映画 を見る，ラ ジオ を聞 く

など） を調 べ る こ と，そ し て 第二 に ，繰 り返 され

る
一

般的な経験 に対す る反応 を収集す る こ と に役

立 つ と述 べ て い る
15）

。

　 フ t 一カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ーを採用す

る こ との 最大の 利点は，参加者同士が 互 い の 発言

に刺激 を受 け ， 相乗効果 で 意見に 大 きな広が りが

生 まれ る点に ある 。 調査者で は な く参加者主導で

進め られ る 集団討議 で ある た め に ，特定 の 「経験」

に対す る人々 の 感 じ方や考
’
えを，既成概念に依 ら

ずに 幅広 く収集で き る と い う利点 もある 。 こ の た

め，本調査 の よ うな 「人 々 は読書 をどの ように捉

えて い る か」 とい っ た探索 的な課題の 調査 に 適 し

た手法で ある
16）
。

　 フ ォ
ーカ ス ・グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーは
， 欧米

の 図書館 情報学 の 分野 に お い て は ，1980年代 初

頭 に カ ス キ
ー

（Kaske ，　Neal 　K ） ら が 研究手法 と

し て 用 い た の を皮切 りに
17：1
，こ れ ま で に も公 共

図書館や 大学図 書館 の 管理 運営方針の 決走や サ
ー
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ビ ス の 評価 な ど，広 く調査 に利用 されて きた 。 初

期 に は量的調査 と併用 して 用 い られた もの の
， 現

在で は独立 した 質的調査 の
一
手 法 とし て確立 され

つ つ あ る と され る
IS）

。 国内 で は 近年 に な っ て フ

ォ
ー

カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ー

に対する 関心

が増 し つ つ あ り
19〕

，い くつ か調査 事例 の 報告 が

み られ る よ うに な っ た
2°｝

。 大学 図書館 の 利 用者

調査の
一

環 と して 簡略化 した フ ォ
ー

カ ス ・グ ル ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ーが 用 い ら れ た こ と もあ る

2⊥〕
。

　 フ ォ
ー

カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ーを成功さ

せ る に は ， 1）イ ン タ ビ ュ
ー

の 目的 と焦点の 明 確

化，2）同質か つ 適切 な人 数で の 集団の 構成，3）

意見交換 を円滑 にする ため の 司会者 に よ る適切 な

導入 と介入，4）会場 の 座 席 の 配置や 雰 囲気 へ の

配 慮 ，
と い っ た 準 備や 進行 に お い て 重点的に 考慮

す べ き点が 幾 つ か存在す る 。 以上 の よ うな点 を踏

まえて調査 設計 とグ ル ープ構成 を行 っ た 。

2．2　読書 に つ い て の フ ォ
ー

カ ス ・グル ープ ・イ

　　 ン タビ ュ
ー

　 フ ォ
ーカ ス ・グ ル

ー
プ ・イ ン タ ビ ュ

ー
の 参加者

は ，公募 や紹 介 に よ っ て 集 め た読書 を好 む成 人

29名で あ り，平均 年齢 は 29．4歳で ある 。 読書の

捉 え方 を探 索す る と い う調査 目的 に沿 っ て
， 日常

的 に読書 をす る．人 々 を対 象と した 。ただ し，対象

者の 選択 に あた り， 読書の 量 や頻度 な どの 基準 は

設け なか っ た 。

　参加者の うち大学生 に つ い て は
， 学内の ア ル バ

イ ト掲示板 に案内を掲示 し て 公募 した 。 社会人 に

つ い て は 調 査者 の 知人 （会社 員）を介 し た ス ノ ー

ボ
ー

ル 方式で求人 を行 っ た 。 公募 に際 し，掲示物

や 電 子メ ール に は
“
読書が好 き，読書が 趣味 と思

う方 なら，
どなた で も大歓迎 で す 。 読書の 量 ， 読

む対 象，ジ ャ ン ル な ど は 一
切 問 い ませ ん

”
との 文

面 を掲載 した 。

　 フ ォ
ーカ ス ・グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーで は ，
“
参加 者の 背景 ， 人 口統計的 ， 社会文化的特徴 に

関 して は，同 質の 選抜 を行 う
”22｝

こ とが推奨 され

て い る 。 そ こ で ，各回 の グ ル ープ ・イ ン タビ ュ
ー

の 参加者 は
， 大 まか に 20歳代 ，

30歳代 ，
40 歳代

と，年代 に よ っ てグ ル ー
プ化 した 。 こ れ は，同 年

代 を集め る こ とで
， グル ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーを円

滑 に 行 うた めの 措置 で ある。また 同様の 措櫃 とし

國本 ：読書行為の 次元 　203

て ，学生の み の グル ープを設 けた が，社会人の 場

合 に は グ ル ープ化 の 際 ， 職業 は 考慮 しなか っ た 。

性別は考慮 して い な い が
，

結果 と して は全体で 男

14名 ，女 15名 とほぼ 同数 とな っ た 。

　各グ ル
ー

プ は ，第 3表に示 した と お りそ れ ぞ れ

6名程度 か らな り，計 5 回の フ ォ
ー一カ ス ・グ ル

ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ー

を実施 した。2008年 5 月か ら 7

月．にか けて ， 各回 1時間半程度かけて 行 っ た 。 実

施 し た 全 5 回の フ ォ
ー

カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン タ

ビ ュ
ーの うち，第 1回 目 は実 質的 な プ レ イ ン タ

ビ ュ
ーと して 実施 され た 。 最終的に第 1 回 目の イ

ン タ ビ ュ
ーの 内容も十 分分 析 に 耐 える もの で あ っ

た ため，本調査の 分析対象 と して い る 。

　 イ ン タ ビ ュ
ー

で は，1）最初 に司会者 か ら参加

者 に対 し て 簡単 な 自己紹介 （名前 と読書の 嗜好 な

ど）を求め た 。 2）次に参加者自身の 日常的な読

書 に つ い て 「普段 ど の よ うもの をどの よ うに読書

して い るか教 えて 下 さい 」 と発言 を促 し，互 い の

発 言に 対する 意見 を求め た。参加者 同士で の 議論

が 活発化 した段階で ，3）読書の 捉 え方 （で は 自

分 に と っ て 読書 と は ど の よ うな もの だ と 思 うか ）

に つ い て さら に 話 し合 い を求め た。

　前述 した とお り，フ ォ
ー

カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン

タ ビ ュ
ーで は 参加者 同士の 意見交換が 最重要視 さ

れ る。今回 の 場 合司会者は， 1）最初 の 議論 の き

っ か け，2）議論が 「読書」か ら逸脱 した場合，3）

発 言が特定 の 参加者 に集 中 した場合 を除 い て ，基

本的に は 参加者同± の 議論 に は介入 して い ない 。

　 イ ン タ ビ ュ
ー

中は ，参加者 に許可 を得て イ ン タ

ビ ュ
ー

全 体を録音 ・
録画 した 。 フ ォ

ーカ ス ・．グ ル

ー
プ ・イ ン タ ビ ュ

ー
は集団討議 の ため ，複数人が

一度に発 言 を行 う場面 が多 々 生 じる。録 画記 録 は，

書 き起 こ しの 際 ， 音声だ けで 発言者が 特定で きな

か っ た場合 に，こ れ を確認 する ため に 利 用 した。

第3表 　参加者 の
一一一ts

グ ル
ー

プ 　人数 　 　男 女　 平均年齢　 属性

／

2qj

⊥・
厂
D

75

ρ
056

622

ユ

314

13443 23．221
．432

，246
，426

．2

全 体 29 1529 ．4

学 生

学 生

社会人

杜 会 入

祉会 人
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　録音 と録画の 記 録 を元 に ， フ ォ
ー

カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ー

で の 全 て の 発言 を書 き起 こ し，

調査者の 1名 が コ ーデ ィ ン グ を行 っ た 。 こ の 過程

で は，は じめ に発言 を文に分 けた 。 次にそ の 中か

ら広 く読書の 定義 に関 わ る発言 を抜 き出 し，文脈

を保存 しつ つ ，発言 中の 重要語句 を抜 き出 した 。

2．3　読書を構成する 「要紊」 と 「次元」の分析

2．3．1　「要素」の 抽 出

　 イ ン タ ビ ュ
ー

をす べ て 書 き起 こ した結果 ，計

3，329件の 発言 を得た 。 こ の 3，329件 は，書 き起

こ した発言 を文 に 分け ， 広 く読書の 定義に 関 わ る

発言 と発 言 中 の 重要語句 を抜 き出 した もの の 総数

で ある 。 こ の 中か ら調査者 の 1名が 読書に 対す る

捉 え方 や読み方 に つ い て 述 べ て い る部分 を抜 き出

した 。た とえば 「○○ を読書 とみ なす」 「○ ○す

る場合 は読書 とみ な さ な い 」 な ど，あ る行為 を

「読書 とみ なす か否 か」に 関 して 述 べ た発言 が こ

れ に該当す る 。

　第 1図 に示し た の は ，こ の 作業 に よ っ て 実際 に

抽出 した発言 の 例で ある 。 次 に
， それぞれ の 発言

にお い て ，読 み手が 読書か否か を判断する ときに

最 も影響 を与 えた もの は何か を検討 した 。 た と え

ば発言 A に お い て は下 線部 の 「体裁 の 整 っ て い

る 本」が ，発 言 B に お い て は 下 線部 の 「新 聞」

が ，発言 C に お い て は 下 線部 の 「プ ロ グや ホ
ー

ム ペ ー
ジ」が ，読書 か否か の 判断を左右 して い る 。

A ： あ る 程 度 形 の ，体 裁 の 整 っ て い る 本

っ て い う の を読 む の が読書 だな っ て 思 う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →要素 ： 書 籍

B ： 確 か に 新 聞 ，読 書 っ て 言 わ れ て ，

新聞 は あ ま り思 い 浮 か ば な い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 要素 ： 新 聞

C ： イ ン タ
ーネ ツ トで 色 々 ，二∠旦豊 亠

　 　 ホ ーム ペ ージ を 読 ん だ り，ま あ ，
ニ ュ

ース を 見 た り し て い ま す け れ ど も ，

や は り そ れ は （中略〉読書 で は な く て
，

情 報収 集 と い うか

　 　 　 　 　 　 　→要 素 ： イ ン タ
ー一

ネ ッ ト

第 1図　分析対象 と なっ た発言

こ うし て見 出 した部分 には，そ の 内容 を端的 に表

す キ
ー

ワ
ー

ドを付与 した 。 発言 A の 下 線部な ら

ば 「書籍 」， 発言 B の 下 線部 な ら ば 「新 聞」． 発

言 G の 下 線部 な らば 「イ ン タ
ーネ ッ ト」の キ

ー

ワ ー
ドを付与 した 。

　 こ こ で 付与 した キ
ー

ワ
ー

ドは，人が ある行為 を

読書 と み なす か否 か を決 め る 直接的 な要因で あ

り，読書 と い う行為 を構成す る最 も基本 的な構成

要素 と み なす こ と が で きる
。

こ こ で は
，

こ の キ ー

ワ ー ドを 「要素」と呼び，分析の 最少単位 と した 。

同
一

要素 に対 して ，同
一

人 物が複数 回言及 して い

た場合 に は こ れ を重複 と し て 削除 した と こ ろ
， 要

素に対す る参加者 の 述 べ 言 及件数は全体 で 190件

あ っ た 。 今回の 調査 で は こ の 190件 を対象 に分析

を行 っ た 。

2．3．2　「要素」の集約 と 「次元 」

　分 析 の 結果 ，
い くつ か の 要素は 集約する こ とが

可 能で あ り，階層 関係 を もつ こ とが 分か っ た 。 た

とえば，第 1 図 で は ，書籍，新聞，イン タ ーネ ッ

トの 3 種類 の 要素が存在 して い る 。
こ の うち書籍

と新 聞は 同 じ 「紙媒体」 で あ り，こ れ に 対 して イ

ン ターネ ッ トは 「電子媒体」とす る こ とが で きる 。

従 っ て ，3種類 の 要素 は 「紙媒体」 と 「電 子媒体」

の 2 つ の 要素集合 に集約で きた 。 さ ら に こ こ で 集

約 した 「紙媒体」 と 「電 子媒体」 は ，い ずれ も

「ど の よ うな物理的 な媒体 を読 むの か」 に 関わ る

部分 で あ る。「紙媒体」 と 「電 子媒体」 の 2 つ の

集合 に は，上位概念 と して 「物理的な媒体」 が あ

る と考 え られ，こ こ に階層関係が 存在す る こ とが

認 め られ る 。

　 こ の よ うな要素 の 集合 を互 い に 比 較 して ，そ れ

ら を統合 しうる 上位 の 概念が ない か を検 討 した 。

こ うした 階層関係 は
， 要素 に よ っ て は数段階 に及

ぶ 複雑 な構造 になる場合 もあ り，こ うした構造が

全 く生 じない 場合 もあ っ た 。

　 こ こ ま で の
一

連 の 分析 過程 を第 2図に 示 し た 。

分析 は，1）読書 に関す る発言 を抽 出す る，2）読

書か否か を決 定 して い る要素 を見 出 して 要素名 を

付 与する
，
3）要素 同士 を集約 して 階層 関係 を見

出す ，とい う三段 階の 作業 に よ っ て 行 われ て い る 。

本研究で は ，こ うした作業の 結果 ， 階層 関係 の 最

上位 に 見出 され た 概念 を読書 の 「次元」 と し
，

さ
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ら に 「次元」 の 下位 に あ る概念 を 「サ ブ次元 」 と

呼ぶ こ とにする 。

　 こ う した 要素の 集約 と階層関係 の 分析 を，フ ォ

ー
カ ス ・グ ル

ープ ・イ ン タ ビ ュ
ー

が 1回終了 す る

こ と に行 っ た 。フ ォ
ーカ ス ・グ ル ープ ・イ ン タ

ビ ュ
ー

を実施 し，新 た な デ
ー

タが加 わ るた び に 全

体の 階層 関係 を見直 した 。

一
連 の分析作業は 調査

者 4 名が 行 い ，各同に各自の 分析結果 を持 ち寄 っ

て全員で 討議 した 。

3．結　果

3．1　読書行為 を構成する五 つ の次元

　分析 の 結果，読書 とい う行 為 は
，

1）読書 の 対

象 ，2）読書 へ の 志 向，
3）読書時の 行動 ，4）読

書の 作用 ， 5）読書す る 場 所 の 五 つ の 次元か ら成

る こ とが分か っ た 。 第 4表に上記 の 五 つ の 次元 に

対する参加者 の 言及 件数 を次元 ご とに分けて 示 し

た 。

　分析 対 象 とな っ た発言 190件 の うち ， 読 書 の

発 言抽出 要素
要素の 集約
（サ ブ次元 ・次元）

第 2 図　分析 の 過程

第 4 表　各次元 へ の 言及件数

次元 言 及件数

象

向

動

用

所

対

志

行

作

場

！l62320

ユ813

計 190
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「対象」に 関す る言及 は 116件 と多い 。こ の こ と

か ら 「対 象」 は読書 を構成す る次元 と して ，最 も

注 目され て い る こ と が 分 か る
。 「志 向」 へ の 言 及

は 190件 中 23件 ，「行動」 へ の 言及は 2G 件，「作

川」 へ の 言 及は ユ8 件 ， 「場 所」 へ の 言及 は 13件

で あ っ た 。 「対象」に比 べ る とこ れ らの 次元 に対

す る注 目度は や や 低か っ た 。

　以下 で は言及数が多か っ た次元 か ら順 に，五 つ

の 次元 に つ い て説明す る 。 各次元．に どの よ うな要

素が 含 まれ
， 各次元が い か な る 階層 ，

すな わ ちサ

ブ次元 を持 つ の か を示 した c

　なお 文 中で 引用する 発言に は 発言者の 識別番号

を付与 した 。 識別番号 は ，発言者が 出席 した イ ン

タ ビ ュ
ー

の 開催 回 （数字）と，個 人を特定す るた

め の ア ル フ ァ ベ ッ トか ら成 っ て い る 。 た とえば第

1 回 目 の フ ォ
ーカ ス ・グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーに

参加 した あ る参加者は 「IA」，同 じく第 1回 に参

加 した別 の 参加者 は 「1B」 と い うか た ちで 引用

文 の 文末 に番号 を表記 した 。

3．1．1　読書の対象

　最 も言及が 多か っ た 第
一の 次元 は 「対象」で あ

る 。 人が あ る行為を読書 とみ なす には 「何 を読む

の か」が影響 して い た 。 第一の次元 「対 象」に つ

い て 詳 し く分析 した結果 ，「対 象」 は先 に触 れ た

毎 日新 聞社 の 「読書世 論調査」に代表され る よ う

な
23）

， 書籍 ，雑 誌，新 聞 と い っ た単 純 な分 け方

で は な く ， 第 5 表の よ うな ，1） ど の よ うな物理

的媒体 を読む の か （「物理的媒体」），
2） ど の よ う

な ジ ャ ン ル を読む の か （「ジ ャ ン ル 1），3）内容の

どの 点 を評価 して 読 む の か （「内容評 価」） とい っ

た三 つ の サ ブ次元 （サ ブ次元 1）に分 ける こ とが

第 5表　読書 の 「対象」の サ ブ 次元

次 元
サ ブ

次元 1

物 理 的媒体

サ ブ

次元 2

対 象

紙
　
　

電

ジ ヤ ン ル
文字主体

絵主体

内容評価

ス ト
ー

リー

主題／主張

　持続性
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可能で あ っ た 。 さ らに ，次元 「対象」は，こ れ ら

サ ブ次元 の 下位 に更 な る サ ブ次元 （サ ブ次 元 2）

を有 して い た 。

　以下 で は，上 記第 5表の サ ブ次 元 1，すなわ ち

「物理 的媒体」 「ジ ャ ン ル 」「内容評価」 の 各 々 に

つ い て ，そ の 下位 に ある サブ次元 2 と，そ こ に含

まれ る要素の 詳細 を説明 して い く。

　 フ ォ
ー

カ ス ・グ ル ープ ・
イ ン タ ビ ュ

ー
の結果 か

らは
， 読書の 捉 え方 に どの よ うな 「物理 的媒体」

を読むの かが 関わ る こ とが 明 らか にな っ た 。

“
あ

る 程度形の
， 体裁の 整 っ て い る 本 っ て い うの を読

む の が 読書 だな っ て 思 う
”

（1G ）と い う発言 や

“
PDF も読書 じ ゃ な い （中略）本 の 形 をして て ，

こ う手で 開 い て読 む っ て い うの が ，自分の 中で は

読書
”

（2D） と い っ た発言 は ，読む対象が ど の よ

うな物理 的媒体 で あ るか に よ っ て ，「読書 とみ な

す か 否か」 の 判 断が変 わる こ と を示 して い る 。

　第 6表 に 示 し た の は
， 今 回の調査 に お い て あげ

られ た 「物理 的媒体」の 要素の
一

覧で あ る 。 書 籍，

雑誌，新
．
聞，手紙な どがあが っ て い る 。 電子媒体

と して は，容易 に その 内容 を改変で きる イ ン タ ー

ネ ッ ト （プ ロ グや ウ ェ ブ サイ トな ど），内容 を改

変 す る の が 難 しい PDF ， そ の ほ か
， 電 子

ブ ッ ク，iPod，携帯電話 ，
ニ ン テ ン ド

ーDS な ど

が あげ られ て い た 。

　上 記の要 素区分 に もみ られ る よ うに，
・一

部の 読

み手 は媒体の 可 変性や形 態 に着 目 して い た。 た と

えば
“
イ ン タ

ー
ネ ッ ト上 の もの とか は （中略）後

で 手 を加 えられ る，い くらで も手 を加 えられ る の

は読書で は な い
”

（上A ）と い っ た発言が み られ た 。

第 6表 　1
一
物理 的媒体」 の 要 素

次元
サ ブ

次元 1

．サ ブ

次元 2
要 　素

ゴ　　　　 ー ． ．一

書籍

紙
雑誌

新聞

手紙

対象
物理的

媒体

イ ン タ
ー

ネ ッ ト （可変）

　　 PDF （不変）

電 子
電子 ブ ッ ク

　 iPod

携帯電話
ニ ン テ ン ド

ーDS

ある参加者が
“
どん な立派 な内容が書 い て あ っ て

もパ ソ コ ン で 読 ん だ りす る の は読 書 で は な い
”

（2A） と発 言 した よ うに
， 読 む媒 体が 「紙」媒体

な の か 「電子」媒体なの か に も着目す る傾 向が み

られ た 。 しか し
，

どの よ うな物理 的媒体 な らば ，

そ れを読む こ とを読書 とみ なす の か に つ い て は ，

意見が異 な っ た 。

　「物理 的媒体」に加えて ，「ジ ャ ン ル 」すな わ ち

読書対象が ど の よ うな 内容 で ある か も読書の 捉 え

方に影響 して い た 。 た とえば
“
実用書 は僕の 中で

は どちらか とい う と読書 じ ゃ な い
”

（5C），

“
雑誌

論文だ とや や 自分 の 中で の 読書度は低 い
”

（1E）

と い っ た発言や ，
“

絵本 と し て 完成 され て い る も

の は，絵 も読 まな くち ゃ い けない か ら （読書 で あ

る）
”

（4B）と い っ た 発言 か ら は ，読む対象が ど

の よ うな 内容で ある か に よ っ て 「読書 とみ なすか

否か」の 判断 を行う参加 者が い る こ とが伺える 。

　 フ ォ
ーカ ス ・グ ル ープ・イ ン タ ビ ュ

ーで あが っ た

「ジ ャ ン ル 」の 内容を第 7表 に示 した 。 小 説 ，論

文，ビジ ネス 書 などや ，
マ ン ガ ，絵本，図鑑 な ど

が あげ られ て い る 。
こ れ ら の ジ ャ ン ル は 「文字主

体」 の ジ ャ ン ル と 「絵主体」 の ジ ャ ン ル の 大 きく
．
．一二種類 に分 けられ た が ，

“
文字が そ ん な に 重点的

に扱 わ れ て い な い と
， 読書 っ て い う感 じが しな い

で す ね
”

（2D） と い う発 言が ある
一

方 で ，
“
キ リ

ス ト教絵画 とか の 図像学的解釈 うん ぬ んみた い な

第 7 表　「ジ ャ ン ル 」 の 要素

次 丿己
サ ブ

次元 1
サ ブ

次元 2 要素

小説

論文

ビ ジ ネ ス 書

実用書
　 　 i
文字 ；

主体

　エ ッ セ イ

日記 ・闘病 記

　 書評

対象

ジ

；
　　教科書
ノ ン フ ィ ク シ ョ ン

ル ノ ベ ラ イ ズ （映 画等）

対談
．一．．

マ ン ガ

絵

主体

絵本

図鑑

絵画

フ ァ ッ シ ョ ン 雑誌
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（中略）本当に絵 しか な い 本 を読むの は，読書 で

す よ ね
”

（2A）と述 べ た例 もあ っ た 。 「文字主 体」，

「絵主体」の い ずれ の 内容種別で あ っ て も，人 に

よ っ て は読書 とみ な され て お り， 両者 の 問に 差異

や
一

定 の傾向はみ られ な か っ た 。

　「物理 的媒体」や 「ジ ャ ン ル 」 に加 え て ，「内容

評 価」 も読 書の 捉 え方 に 影響 を与 え て い た 。 「内

容評価」 は ，あ る 「対象」 の 有する 内容の ，ど の

点 を評価 した上で ，こ れ を読む こ とを読書 とみ な

した の か に焦点 を当て て い る 。

　た とえば
， 浦沢 直樹 の 『20 世紀 少年 」 と い う

マ ン ガ の ス ト
ー

リ
ー

を例 にあげなが ら，
“
（マ ン ガ

と い うジ ャ ン ル の 中で も） 『20 世紀少年』 とか ，

あれ は結構な んか読書 っ て 中に入 る の か な っ て 思

い ます （中略）重厚感 とか ，重 さとか （が あるか

ら）
”

（3E） と述 べ た例 が あ っ た 。
こ こ で は ，ス

ト
ー

リ
ーの もつ 重 々 しさが読書 と み なす上 で 重要

とされ て い る 。 他に も
‘C
内容に

一
貫性が あ っ て ，

何 らか の 形 で完結 し て る もの が 読書
”

（1F）で あ

る とす る 例 や ，
“
作 品 と して の 完 成度 が 高 い

”

（5C）ある い は
‘‘

自分 の 人 生で は 経験 で きない よ

うな こ とを
， 本 を読 む こ と に よ っ て擬似 的に （中

略）知 っ た り
”

（5E）で きる もの な ら ば 読書 と み

な す ，
と い う発言が み られ た 。 こ うした発 言は ，

主 に内容 の ス ト
ー

リ
ー

に 関わる評価で あ る。 ス ト

ー
リ
ー

に重厚感が感 じられる か ，ス トー
リ
ーに

一

貫性が あるか ，ス ト
ー

リ
ー

が作 りこ まれ て 完成度

が高 い もの に な っ て い る か ，
とい っ た 点が読 書 と

み なすか否か の 判断 に影響 を及 ぼ して い た 。

　内容 の 「主題／主張」 の 有無 が影響 を及 ぼす場

合 もあ っ た 。

“
テ ーマ で も なん で も い い ん で す け

ど，そ うい うの がち ゃ ん と ある もの じ ゃ な い と読

書対象 に な らな い
”

（1F），

“
住 張が 無 くて）お も

しろ い キ ー
ワ

ー ドだ け寄せ 集 め て
”

（3B） い る も

の を読む場合 は ，こ れ は単 なる情報収集 で あ り読

書 とみ なせ ない ， とい っ た発言 がそ の 具 体例 で あ

る c

　内容が 「時間が経過 して も価値あ る もの か」 ど

うか を評価す る視点 もあ っ た 。 雑 誌の 時事的な内

容 を例 に と りな が ら，
“
雑 誌 とか は （中略）1，2

週 間経 っ た らどうで もい い こ とばっ か り書い てあ

る （の で ）読む っ て 認識で は見 て な い
”

（1F）と

い う発言が あ っ た 。 また，携帯小 説の 内容を例 に
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と りあげて
，

“一一
つ ヒ ッ トした らあと似 た よ うな

の が ば一
っ て 乱立 しち ゃ う （中略）

一
過性 の よ う

なもの
”

（3B）こ れ に つ い て は読書 とはみ なせ な

い と述 べ た例 もあ っ た 。
こ こ で は ，時 を越 えて 価

値 の 持続する内容 を もつ か どうかが 判断に 関わ っ

て い る こ とが示 され て い る 。

　 こ れ らの 「内容評価」の 一
覧を第 8表に まとめ

た 。 対象の 内容 を読み
，

どの よ うな ス ト
ー

リ
ー

を

有 して い る の か ，明確 な主題や 主張 はあるか ，内

容に持続的な価値は あ るか ，
と い っ た複数の 面 か

ら評価 を行 っ た上 で
，

そ の 対象を 「読書 とみ なす

か否 か」の 判断が な され て い た 。

　第
一一

の 次元 「対象」 に つ い て 詳 し く分析 した結

果，「対象」は ，1）物理 的媒体，2）ジ ャ ン ル ，3）

内容評価の 三 つ の サ ブ次元 と，そ の 下位 に さ ら に

七 つ の サ ブ次元 を有する，複雑な構造を持 つ 次元

で ある こ とが 明 ら か とな っ た 。

3．1．2　読書 へ の 志向

　第二 の 次元 は 「志向」 で あ る 。 ある行為 を読書

とみ なすか否か に は ，なぜ ，何 の ため に ，何 を目

指 し て 読書す る の か
，

と い っ た読書 をす る背景 や

目的 が 関係 し て い た
。 もの を読 む と きの 背景 に

よ っ て
， 人 はその 行為 を読書 とみ な した り，

み な

さな か っ た りす る。
“
そ の 記事 に興味 が あ っ て読

む ん だ っ た らそ れ は 読 書 か な っ て 思 い ます
”

（ユA ），
“
迫 られ て し ょ うが な く読ん で る （そ の 場

合 は 読書で は ない と思 う）　
”

（1D） などが 典型的

な発言 で ある 。 ま た特定 の 目的 と読書を結び つ け

て 捉 えて い る発言 も目立 っ た。た とえば
“

（読書

とは）知的好奇心 とか を満た した り，あ とは教養

第 8表　「内容評価」の 要素

次元
サ ブ

次元 1
サ ブ 　 　．

次元 2 要素

1
　 一

重厚感

一

対象

　 　 　ス トーリー．

内容

評価

　 　
一

貰性

作 り込 み ／完成度

　 疑 似 体験

　 ドラ マ チ ッ ク

主題／主張

持続性

主 題 ／ 主 張 が 明確

　 単な る情報

時 間 経 過後 の 価 値
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を高め る行 為
”

（2D）で ある ，ある い は
“
読書 の

目的 と して そ の い ろ ん な分野 で い ろ ん な知識 を広

げて い くっ て い うの がある
”

（2E） など の 例が こ

の 典型 で あ る 。

　第 9表の とお り，「背景」 と して は 義務感 （勉

強 の た め
， 仕事の た め ）， 興味 ， 読書 に 対す る 羨

望や ，期限 な ど の 切 迫 があ っ た。他者か ら何 らか

の か た ちで 読書 を強 い られ た場合や ， 時 間に追 わ

れ て 何か を読 まな けれ ば な らな い 場合，た とえば
“
会社 か ら こ れ読め よ と （言 われて ）仲 略）プ レ

ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 作 る の に こ れ 読 ま な き ゃ い け な

い
”

（3A）よ うな場合 に は ，こ の 行為 を読書 とみ

な さな い 傾向が 見 られ た 。

　読書 の 「目的」として は，本 を読 む こ とで何か

を得 られ る か も しれ な い とい う期待 の た め
， 知

識 ・教養 を得る ため ，好奇心 を満たすため ，な ど

があ っ た 。 こ うした発言者 は読書 とは何か を取 り

入 れ る行為で あ る と捉えて お り，こ うした 目的 を

持た ずに 読む場合は
“
物理的に 本は読ん で る け ど

，

なん か そ の 本を読む 目 的と して は ，まあ ，あ ん ま

り読書 じ ゃ な い
”

（2E） と述べ て い た 。 こ れ らの

結果か ら，第三 の 次元 「志 向」 は，そ の 下位 にサ

ブ次元が 二 つ ある
一階層 の 次元 とした 。

3．1．3　読書 時の 行動

　分析 か ら見出 され た第三 の 次元は 「行動」で あ

る 。 ある行為を読書 とみなすか否か に つ い て ，身

体的な行為 と心的な活動が 影響 を及 ぼ して い た 。

　人 が何 か を読 む ときに
“
手で 開い て読む

”
（2D）

ある い は
“
線 を引 く

”
（5D） つ ま り本 に 書 き込む

な ど
， 身体的な行為を基礎 に ，自らの 行動を読書

第 9 表　読書 へ の 「志 向」 の 要 素

次元
サブ

次元 1
要素

義務 （勉強
・
仕事 ）

コ 匕 旦 興味
目 示

羨望

　　　　　　 切 追1

志向 1
　　 何 か を期待 して

知 識 ・
教養

目 的 好奇心

時間潰 し

情報収集．

とみ なす か否 か の 判断 を行 っ て い た 。 た とえば ，

本に書 き込 み をす る場合 は読 書 とみ な す 。 また，

パ ソ コ ン の 画面や携 帯電話 の 画面 を読 ん で い る 場

合 は，手 で 開 い た り，書 き込み を した りで きな い

た め に読書 とはみ な さ な い ，とい うもの で ある。

こ の よ うに
， 身体的な行為 に よ っ て

， 自ら の 行動

を読書 とみ な すか否 か の 判 断を行 な っ て い る の で

ある 。 こ こ か ら， 「書 き込み 」． 「手 で 開 く」 を要

素 とし，それ らを統合す る 「身体 的」をサ ブ次元

と した。

　
一

方 ，身体 的な行 為 とは別 に，
“

行 間 を読 む
”

（5A），
“
積極 的 に 読 む

”
（2E），

“
し っ か り読 む

”

（4E），
“
（読 む）努力 を す る

”
（2E），あ る い は

“
（あえて）時間 を作 っ て読む

”
（3B） とい っ た心

的活動が 生 じたか否 か に よ っ て
，

そ の 行為 を読書

とみ なす例が み られ た。つ ま り，身体的な行為だ

けで な く， 心 的な活動 に よ っ て も，読書 とみ なす

か 否か の 判 断が な され て い た。こ こ か ら，心的 な

活動 として あ っ た 「時間 をつ くる 」，「頭 を使 う」

を要素 とし，それ ら の 要素 を統合する 「心的」を

サ ブ次元 と した 。

　以上 よ り，あ る行為を読書 とみ なすか否か には，

「身体 的」な行為 と 「心 的」 な活動 と い う，二 種

類 の サ ブ 次元が存在 して い た こ とが わ か っ た 。 そ

して ，こ れ ら二 種類 の サブ次元 を統合する 次元 と

して 「行動」 を設定 した （第 10表）。

3．IA 　読書 の作 用

　第四の次元 は 「作用」で ある 。 ある行為 を読書

で ある か否 か判断す る に は 「読 んだ結果 と して 何

を得る の か」が影響 を及 ぼ して い た。
“

読ん で 感

動 する っ て い うか
， 心が動 くもの が 読書だ とい う

ふ うに 思 っ て い る
”

（5C ）あ る い は
“
読 ん で 考え

させ られ る っ て い うの を考 え る と （中略）読書 じ

ゃ な い か な
”

（1C） と い っ た発言 か ら，こ うした

第 10表 読書時 の 「行動」 の 要素

次 元
サ ブ

次元
要素

身体 的

　　　．

書 き込 み

手 で 開 く
行動

　 　 　 1
心的

時間 を作 る

頭を使う
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読書 の 結果 を重視す る傾向を読み 取 る こ とが で き

た 。

　「作 用」の 一覧 を第 11表 に示 した 。 読 ん だ結果

と し て
， 第 11表に 示 した よ うな何 らか の 作用 を

得 られ れ ば ，そ れ を読書 とみ なす傾 向が 強 い 。

「楽 し み ・娯楽」 に 関す る典型 的 な発 言は
“
読 む

人が それ で 楽 しめ て れ ば ，読書か な と は 思 い ます
”

（1B）で あ る 。 「時間 ・世界 の 共 有」 とは ，た と

えば旅行記 を読 んで
“
そ の 土 地の こ ととか，文章

に よ っ て な ん か そ こ の 匂 い とか
， 空気 と か を感 じ

る こ と
”

（5E）が 該当す る 。 「価値観の 吸収」 と

は
“
文字の 羅列 に よ っ て 得 られ る ，他人の 価値観

を取 り入れ る行為
”

（5F）の こ とで ある 。

　
一

方，
f‘

なに も特別感 じも しな い
”

（1F） な ど
，

作用が何 も生 じなか っ た場合に は ，その 行為は読

書 と み な さ れ な い 。 厂作用 」に 関 し て は こ れ ま で

に示 して きた次元 とは異な り，そ の 下位にサ ブ次

元 は 見 られ なか っ た 。

3。1．5　読書 する場所

　第五 の 次元 は 「場所」 で あ る 。 人が ある行為 を

読書 とみ なす とき 「ど こ で 」読む の か が 影響 を与

える こ とがあ っ た 。 通 学途 中に電車で も の を読 む

場合 に は
“
あん ま読書 っ て い う気 は しな い

”
（ID）

と い う発言が あ っ た 。 椅子の 上 で 読 む と
“
椅子 の

上 っ て い う の が な ん か勉強 っ て 感 じ しち ゃ う
”

（1D ）た め に
， 椅子 で 読 む場合 に は読書で は な い

と し，ベ ッ ドの 上 で ，夜 中に読 む の が読書だ と答

えた例 が あ る 。 第 12 表 に 言及 され た 「場所」 を

示 した 。

　「家」に つ い て の 発 言で は
“
家 で 本 当 に集 中で

きる環境 を作 っ て 読 む
”

（2B）とい っ た発言が あ

っ た 。 「喫茶店」 に つ い て は
“

読 む の は 喫茶店 と

第 11表 読書 の 「作用」 の 要素

次 元

作用

　 　 要 素

　楽 しみ ・娯楽
時 間 ・世界の 共有

　価値観 の 吸収

　　 感動
　 心 に 響 く

な に も感 じ な い

　引 き込 まれ る

考 えさせ られ る

國本 1読書行為 の 次元　209

か が 多 くて
”

（2C） と い う参加者 もい れ ば，
“
ド

トール とかで （本 を読 むの は）嫌 じゃ ない で すか
”

（5F ） と い っ た正 反対 の 発 言 もみ られ た 。 「電 車」

に関 して は，電車で 遠方 へ 行 くときこ そ読書 の チ

ャ ン ス とする 者が い る
一

方で ，電車は周囲の 目が

気 に な る と敬遠す る発言 もあ っ た。な か に は
“
状

況 （場所）は別 に問 わ ない で す よ
”

（IF）と い う

発言 もあ り，特定 の 場所で 読 む こ とがす なわ ち読

書であ る，とい うような傾向は見出せ なか っ た 。

　全 体 に 「場所」 は時間 との 関係が 強 い とい う特

徴が あ っ た。た とえば，「電車」な らば通勤時間

と，「ベ ッ ド」 ならば就寝前 の 時 間 と，「喫茶 店」

な ら ば 白由時間 と結び つ く傾 向が ある
。

3．2　読書行為の 次元 が もつ 階層構造

　こ うし た 分析 の 結果 ， 人が ある 行為 を読書 とみ

な すに は ，第 13表に示 した五 つ の 次元が 大 き く

関わ る と考 え られ る 。 1）対象 は 「何 を読む の か」

に 関す る次元 で あ る 。 2）志 向は あ る も の を 「な

ぜ ・何の ため に読 む の か」 とい う読書 する 理由に

関連 した次元 で ある 。 3）行動 は 人が ある もの を

身体的 ・心的 に 「どの よ うに読 む の か」に つ い て

の 次元 で ある 。 4）作用 は ある もの を 「読 ん だ結

果 何 を得る の か」に関 連す る次元 で あ る 。 5）場

所 はある もの を 厂ど こ で 読 む の か」に 関す る次元

で ある。

第 12表　読 書 す る 「場 所 ．．1の 要 素

次元 要素

家

喫茶店

場所
　　 電車
状況 は 問わ ない

ベ ッ ド

心地良 い 環境

第 13表 　五 つ の 次 元

次元 読書 を成 り立 た せ る もの

対象 何 を読む の か

志向 なぜ ・何の た め に読む の カ

行動 どの よ うに読む の か

作用 読ん だ結果何 を 得 る の か

場所 ど こ で 読 む の か
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　第 3 図は読書 と い う行為 を構成す る五 つ の 次元

とサ ブ次元 の 全体像で あ り，フ ォ
ー

カ ス ・グ ル ー

プ ・
イ ン タ ビ ュ

ーの 分析 か ら得 られ た読書行為の

次元 とそ の 構造を示 して い る 。 分析の 過程で
， 前

述 した五 つ の 次元 は ，それ ぞ れが 第 3 図 の よ うな

階層構造 を有 して い た 。 特 に 読書の 「対象」 は
，

三 階層 にわ た る非常 に複雑な構造 を有す る。こ れ

に対 して 「作用」 や 「場所」 と い っ た次元 は
一

階

層の 単純な構造で あ っ た 。

　上 述 した 五 つ の次 元 は 互 い に独立 し ， 次元 間 に

階層関係 は な い
。 次元同士 が相互 に関係 して い る

可 能性や ， そ れ ぞ れが互 い に影響 を及 ぼ し合 っ て

い る可 能性 も考え られ る が
，

こ こ で の 分析結果 か

ら は 関係づ け に至 っ て い な い 。

4．読書行為

4．1　 読書行為の 次元

　 フ ォ
ーカ ス

・
グ ル ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーに お ける

参 加 者 の 読 書行 為 に か か わ る発 言 を分 析 した 結

果 ，導出され た五 つ の 次元 を抽象化 した．もの が第

4 図で ある 。

　 こ こ で は フ ォ
ーカ ス

・
グ ル

ープ ・イ ン タビ ュ
ー

における参加者 の発 言を参照 しなが ら
， 各次元が

指 示 す る 内容 を記述 的 に表 現 した 。す な わ ち ，

人々 は 「何 を読 む の か （対 象）」，「ど の よ うに読

む の か （行動 ）」，「なぜ ，何 の た め に 読 む の か

（志 向）」， 「読 ん だ 結 果何 を得 る の か （作 用）」，

「ど こ で 読む の か 陽 所 ）」を考慮 し て ，読 書 か読

書 で な い かを決 め て い る と考えられ る 。

　 フ ォ
ー

カ ス ・グ ル
ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ー

で は ，同

じ対象 を読 む場合 ，た とえば専門書 を読 む場合 に

お い て ，間違 い な く読書 で あ る とす る発言 もあれ

ば，仕事や課題 と い っ た受動的な態度 や漠然とし

た 日的の も とで あれば
，

それ は読書 と み な さな い

とす る発言 もみ られた 。 後者 の よ うな意見 は，本

や雑誌 などの 物理 的な媒体 を読 む こ とを読書 の 前

提 と して い る ，各種 の 世論調査 で は現 れ る こ とは

な い 。 こ の よ うに ， 既存研 究で あま り扱 われ て こ

なか っ た 「対象」以 外 の 側面 に 着 目 し，「志 向」

「行動」「作用 」「場所」と い っ た
， 「対象」以外 の

四 つ の 次元 を明 らか に した 。 個 々 人 は 「読書」 と

い う行為を，「何 を読む の か」だけで な く． なぜ
，

tU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　 　，　’
贈 整鞭 　　s 　 轤 簑臙

”
　鱒 攤 鞭 鱒難轡 護 ．蝋

行動 欝

，　　ttde”unめがゆお　 uny．
　 撚 舞騨 鱒 嬲 攤 鰊

陋

　　　　 第 3 図　読書 を構 成 す る 次元

第 4図　読書行為の 次元 の 概念 図

何 の ため に， どの よ うに読むの か ，読 ん だ結果，

何 を得る の か
， そ して ど こ で 読む の か

， まで を幅

広 く含 む行 為 と し て 捉 えて い る ．少 な くと も ，

「本 を読む こ と」 が 「読書」 で ある とい う捉 え方

は して い な い 場合が多 い こ とが確認 され た。

4．2 今後の課題

　同年代の 読書 を好む人々 を集め て フ ォ
ーカ ス ・

グ ル
ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ー

を行 っ た と こ ろ，参加者

同十が活発 に意 見交換 を行 い ，そ の 意見 に広が り

が み られ た 。
フ ォ

ーカ ス ・グ ル
ープ ・イ ン タ ビ ュ

ーは，相互作用 に よ っ て ，参加者 自身が それ まで

潜在的に 意識 して い た考 えを 自然 に引 き出 し，顕

在化する とい う特色 と利 点が ある 。 今 回の 調査で
，

参加者の 「読書」 に対 す る捉 え方 を多面 的 に 引 き

出す上で，フ ォ
ーカ ス ・

グ ル ープ ・イン タ ビ ュ
ー

とい う手法 は有効で あ っ た とい え る 。
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　20代 か ら 40 代 ま で の 読書の 捉 え方 を分析 した

結果 ，特定 の 年代 に 共 通す る 読書観 を 見出す こ と

は で きなか っ た 。
つ ま りある年齢層 は 「対象」次

元 よ り も 「作用 」次元 に重点を置 い て い る とい っ

た傾 向は見 られ て い な い 。 さ ら に 参加者 を増 や し

て ，読書の 次元 と い う観点か ら分析す れ ば，年齢

層や世代 に よる読書観の 違 い を発見する可 能性 は

残る 。 けれ ど も，
こ こ で あげられ た読書行為 の 次

元 は ，世代 を超えた共通性がある可 能性 の ほ うが

強 い と言 え よう。

　 フ ォ
ーカ ス

・
グル ー

プ ・イ ン タ ビ ュ
ー

の 発言 中

には，次元間の 関係が示唆 され る発言 も存在 した

が ，今 回 の 分析 で は そ れ らの 次元 間の 関係 を提示

する こ とは で きなか っ だ 。
こ うした次元 間の 関係 ，

つ まり 「行動」 と 「志向」，「志 向」 と 「作 用」 な

ど，次元 間の 相 9 関係 や 構造 を明 らか に す る こ と

が今後の 研究課 題 と な る だろ う。
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  This article  atternpts  to characterize  
"reading

 (dokusho)" as  an  aetion.  A  large nurnber  of  studies

have  focused on  one  aspect  of  
"reading",

 sueh  as  the reading  guidanee for students  or  the reading

materials.  This research  works  firom a  slightly  different approaeh.  The  fbcus of  this researeh  is what

the adult  eonsiders  
"reading"

 to be. This artiele  regards  
"reading'

 as  more  eomplex  action  for the

adult.

  Twenty-nine people were  recruited  to conduct  5 fbcus group interviews. The  participants  were  all

in their 20s, 30s, a[nd  40s. Focus group sessions  allowed  fbr identifying the concept  of  
"reading"

 for

the adult.  This paper suggests  that reading  action  was  construeted  with  5 dimensions. 1) Objeets;

What  they read,  2) Baekgrounds and  goals; Why  and  for what  they read,  3) Aetion; How  they read,

4) Effeets; How  they  are  influeneed after  reading,  5) Plaee; Where  they read.  It' must  be emphasized

that "Objects"  could  be recognized  as  more  complieated  dimensions in this paper. The  dimension con-

sisted  of  fo11owing 3 parts; 1) Physieal materials,  2) Gem'es, 3) Values of  the contents.


